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試金石ストーリー 7
白い杖

写真説明:  白い杖は、目の不自由な人の自立と自由と安全を象徴する国際的シンボルです。 
すばらしいアイディアは、突然花開くまでに年月を要することがあります。今ではすっかり定着し、失明者の不可欠な補助具となっている白い杖もそうでした。広く使われるようになったきっかけは1930年、二人の心優しい人物が交通量の多い街角で問題の解決に乗り出したことです。二つの街角は何千マイルも隔たっており、一方はフランスのパリ、他方はイリノイ州のピオリアでした。

古来ずっと、目の不自由な人々は障害物を避けるために杖を持って歩いたものです。しかし、20世紀になって街路の馬車が車に変わると、彼らは新たな脅威に直面します。街路には信号や横断歩道のないことも多く、ただの杖は行く手を確認する手段としては有効であっても、ドライバーに警告するサインとしては役に立たないものでした。盲目の英国人、ジェームズ・ビッグスは1921年に自分の杖を白く塗り、答えを見つけたと主張しました。10年後、この単純な発明は普及し始めます。

白い杖が初めてヨーロッパ大陸に渡ったのは、一人の女性が動いたためです。賑やかなクールセル大通りに住む裕福なパリジェンヌ、マダム・グィリー・ド・エルブモントは、近くの盲学校に通ってくる目の見えない生徒たちが心配でした。1930年11月、彼女はパリの有力紙に手紙を書き、交通巡査の指揮棒によく似た白い杖（batons blancs）を注意喚起に利用することを訴えました。数カ月後には彼女が手配した贈呈式で、フランス大統領が盲目の退役軍人と市民にそれぞれ白い杖を手渡しました。彼女はその後、パリの目の見えない住民に個人的に5,000余りの白い杖を贈っています。
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同じ頃、ピオリア・ライオンズクラブの会長ジョージ A. ボーナムが北米に白い杖を紹介し、この時には数千人から支援が集まりました。5年前の国際大会でヘレン・ケラーの呼びかけを受けて以来、ライオンズは熱心に盲人への援助に取り組んでいました。仲間の一人が説得力のある新しい奉仕のアイディアを出した時、それを実行する態勢が整っていたのです。

パリのもう一人と同じように、ボーナムは1930年のある日、ピオリアの繁華街で盲人を見かけて動き出します。その男性は激しい交通の行き来の中、力なく杖で道をたたいていました。その男性の苦境に誰も気付いていないように見えたことが、ボーナムを考え込ませました。答えはやはり白い杖で、今度はもっとよく見えるように赤いバンドをあしらったものでした。ボーナムは彼のアイディアをクラブに伝え、会員たちは即座に賛成票を投じます。彼らはこの問題を解決しようと、盲目の人々のために杖を白く塗り、市の当局者に手紙を書きました。1930年12月、ピオリア市議会は米国初の「白い杖安全法」を可決し、目の不自由な市民が白い杖を持っている場合には、通行権その他の保護を与えることにしました。

1931年のトロント国際大会では、ライオンズが白い杖プログラムに関する詳しい説明を聞き、ピオリア条例のコピーを受け取って持ち帰りました。大規模な認識向上・支援キャンペーンも奏功し、1956年までに米国のすべての州で白い杖安全法が施行されました。

白い杖は、生涯それに頼って歩かざるを得ない人々の独立、自信、技能のシンボルとなっています。10月15日の国際白い杖の日が来ると、多くのライオンズが白い杖のラペルピンを身に着けて、私たちがともに歩いてきた道程の長さを思い出させてくれます。

[image: image2.jpg]lions100.0rg





[image: image1.jpg][image: image2.jpg]